
【新刊案内】 
地域包括ケアシステムに資する人材育成にとって 

必要な臨床実習がどうあるべきか 

～「訪問リハビリテーション」12-02 6月 15日発売 ～ 

 
株式会社ともあ(本社：愛知県名古屋市、代表取締役：直江 久美、以下ともあ)
は、国内唯一の訪問リハビリテーション専門誌『訪問リハビリテーション』
12-02号を 2022年 6月 15日より発売いたします。 
 
 

■特集：「訪問のための臨床実習」 

今号では、「地域包括ケアシステムに資する人材の育成」において、これから
の臨床実習における訪問リハビリテーションの在り方を考えていくことを目指
しました。訪問の場に同行して出向くからこそ学べる学修目標、訪問ならでは
の臨床実習実施上の留意点などもあります。 
今回の企画を通して、真の地域包括ケアシステムに資する人材育成にとって必
要な臨床実習がどうあるべきかを考える機会になれば幸いです。 
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■「訪問リハビリテーション」について 
本誌は、専門職としての視点でセラピストがしっかりと訪問リハビリテーシ

ョンを考えるきっかけを提供すると共に、臨床で活躍する先人の知恵や実例を
紹介し、学術的な問題にも着目する、我が国唯一の訪問リハビリテーション専
門誌です。 
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■今後の展開 
特集「感染症対策」 
2020 年 1月に新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染が日本で初め
て確認され、およそ 2年半もの間、感染対策を続けながらの生活が続いていま
す。この中で、訪問の分野でも試行錯誤の上、さまざまな感染対策の取り組み
が行われてきましたが、今後は長期的な感染対策の視点が必要になると考えら
れます。そこで、今回のコロナ禍の試練のなかで各施設において、新たに導入
された取り組みや工夫を「コロナからの学び」として紹介し、新しい訪問のあ
り方や考え方を読者の方、多くの病院や訪問の施設で共有していきたいと思い
ます。 
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